
令和4年（2022年）11月4日第２２５号 ひらつか議会だより

公
明
ひ
ら
つ
か

総
務
部
長　
現
在
の
庁
用
車
は

課
専
用
車
と
共
用
車
の
２
種
類

が
あ
る
。
課
専
用
車
か
ら
共
用

車
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
、
現

在
共
用
車
は
26
台
あ
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
庁
内
シ
ェ
ア
と
考

え
て
お
り
、
今
後
は
共
用
車
へ

の
Ｅ
Ｖ
車
導
入
を
行
う
た
め
Ｅ

登
校
特
例
校
の
認
識
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
不
登
校
特
例

校
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
の
た
め
、
通
常
の
学
校
の
教

育
課
程
よ
り
総
授
業
時
間
数
や

教
育
内
容
を
削
減
し
、
少
人
数

指
導
や
習
熟
度
別
指
導
を
行
う

な
ど
一
人
一
人
の
実
態
に
即
し

た
指
導
・
支
援
を
行
う
と
さ
れ

て
い
る
。
不
登
校
児
童
生
徒
に

自
分
に
合
っ
た
学
び
の
機
会
の

選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、
児

童
生
徒
の
教
育
の
機
会
が
よ
り

確
保
さ
れ
、
必
要
な
指
導
・
支

援
が
届
く
良
い
取
り
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

不
登
校
特
例
校
に
つ
い

て
、
現
状
と
今
後
の
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
大
和
市
に
開

設
さ
れ
た
不
登
校
特
例
校
分
教

室
の
設
立
背
景
や
、
現
在
の
指

導
体
制
な
ど
を
大
和
市
教
育
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
し
、
情
報

収
集
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
大

和
市
の
教
育
委
員
会
及
び
不
登

校
特
例
校
分
教
室
を
視
察
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
導
や
支
援
の
取

り
組
み
、
教
育
上
の
効
果
と
、

運
営
上
の
課
題
な
ど
の
情
報
収

集
を
行
い
、
不
登
校
特
例
校
の

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ 

ル
の
実
現
を

問　
令
和
４
年
３
月
に
行
っ
た

平
塚
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
に
際
し
、
新
た
な
視
点
や

取
り
組
み
を
ど
う
示
し
た
の
か

伺
う
。

市
長　
令
和
３
年
度
に
改
正
さ

れ
た
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

の
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
は
じ
め
、

国
が
示
し
た
地
域
脱
炭
素
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
、
本
市
の
特
性
に
合
わ
せ
た

効
果
的
な
施
策
を
行
う
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

問　
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
長　
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
は
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
げ
ら
れ
た
政
策
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
も

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
を

目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
市
民
向
け
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長　
今
年
度
、
国
の
補

助
を
受
け
て
、
再
エ
ネ
導
入
目

標
や
脱
炭
素
の
シ
ナ
リ
オ
作
り

を
行
っ
て
お
り
、
国
や
県
の
計

画
な
ど
と
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

示
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
課
題
の
解
決
を
オ
ー

ル
平
塚
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

産
官
学
で
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
る
べ
き
だ
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長　
国
は
脱
炭
素
の
取

り
組
み
に
伴
う
地
域
課
題
の
解

決
や
住
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向

上
を
目
指
す
べ
き
と
し
て
お

り
、
本
市
の
意
見
集
約
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光

発
電
導
入
の
課
題
と
設
置
の
優

先
順
位
を
伺
う
。

市
長　
公
共
施
設
の
屋
根
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た

め
に
は
、
耐
荷
重
や
屋
上
防
水

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
製
品
寿
命
と
公
共
施

設
の
各
種
計
画
の
整
合
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
整
理
し
、
災
害
な
ど
に
よ
る

停
電
時
に
電
力
供
給
が
必
要
な

施
設
の
機
能
面
を
考
慮
し
て
検

討
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
も
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
平
塚
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）

の
中
間
見
直
し
で
、
脱
炭
素
社

会
実
現
の
取
り
組
み
と
し
て
庁

用
車
の
電
動
化
を
掲
げ
、
代
替

可
能
な
車
両
が
無
い
場
合
を
除

き
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
全

庁
用
車
の
電
動
化
を
目
指
し
、

率
先
し
て
導
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

問　
業
務
の
効
率
化
や
台
数
削

減
の
た
め
に
Ｅ
Ｖ
車
の
庁
内

シ
ェ
ア
を
し
て
は
ど
う
か
。

（
仮
称
）
平
塚
市 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

整
備
・
運
営
事
業

問　
地
域
の
不
安
と
心
配
を
払

拭
さ
せ
、
工
事
期
間
の
安
全
・

安
心
確
保
と
、
供
用
後
の
ス

ム
ー
ズ
な
配
送
を
図
る
た
め
の

周
辺
の
状
況
調
査
と
地
元
へ
の

説
明
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
総
務
部
長　
工
事
車
両
の

通
行
時
間
や
通
行
ル
ー
ト
の
選

定
は
、
本
事
業
の
受
託
者
で
あ

る
株
式
会
社
ひ
ら
つ
か
学
校
給

食
サ
ー
ビ
ス
が
周
辺
道
路
の
交

通
量
調
査
を
２
回
実
施
、
そ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
警
察
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
地
元
自
治
会
か

ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
は
７
月

17
日
に
本
市
及
び
事
業
者
が
開

催
し
た
近
隣
住
民
へ
の
説
明
会

で
も
示
し
、
理
解
を
得
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
工
事

開
始
前
の
説
明
会
開
催
や
回
覧

板
な
ど
で
地
元
住
民
へ
の
周
知

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
計

画
の
検
証
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
部
長　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

は
、
食
品
衛
生
上
の
危
害
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
の
工
程
管

理
手
法
を
い
い
、
新
た
な
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
当

た
っ
て
は
、
事
業
者
が
計
画
を

作
成
し
、
市
が
確
認
を
す
る
。

稼
働
後
は
計
画
に
従
っ
て
適
切

に
衛
生
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か

事
業
者
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
市
が
検
証
す

る
な
ど
、
重
層
的
な
監
視
体
制

の
も
と
で
、
高
度
な
衛
生
管
理

を
維
持
し
て
い
く
。

不
登
校
特
例
校
の 

設
置
推
進
に
つ
い
て

問　
国
は
不
登
校
の
子
供
を
対

象
に
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
め
る
「
不
登
校
特
例
校
」
を

全
都
道
府
県
政
令
指
定
都
市
に

設
置
を
目
指
す
方
針
を
固
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）」
に

初
め
て
明
記
し
た
。
本
市
の
不

Ｖ
車
の
庁
内
シ
ェ
ア
も
進
む
と

考
え
て
い
る
。

湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ 

丘
ゾ
ー
ン
整
備
・
管
理 

運
営
事
業
見
直
し

問　
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
渋
滞

に
つ
い
て
対
応
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
渋
滞
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
誘
導
員
を
配
置

し
、
渋
滞
が
発
生
し
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
駐
車
場
の
空
き
状
況

や
、
ほ
か
の
駐
車
場
の
案
内
方

法
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
港
駐
車
場
か
ら
な
ぎ
さ

散
歩
道
は
自
転
車
が
通
行
で
き

な
い
。
規
制
緩
和
が
必
要
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
周
辺
と
の
回

遊
性
も
検
討
し
て
お
り
、
園
路

を
整
備
し
、
自
転
車
や
歩
行
者

が
通
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

問　
オ
ー
ト
バ
イ
駐
輪
場
の
設

置
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
関
係
団
体
か

ら
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る

オ
ー
ト
バ
イ
駐
輪
場
の
設
置

は
、
公
園
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
新
た
な

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策　

市
民
を
支
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策

一
人
も
取
り
残
さ
な
い

不
登
校
特
例
校
の
設
置
推
進

鈴
木 

晴
男 

議
員

公明ひらつか 所 属 議 員

　目の不自由な方に市議会の
活動をお伝えするため、議会
だよりの内容を朗読した「声
の議会だより」を発行してい
ます。また、点字版も発行し
ています。
　ご希望の方は議
会局までご連絡く
ださい。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

上
野 

仁
志 

議
員

石田 美雪 議員秋澤 雅久 議員

都市建設
　議案７案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第45号　旭地区第１次住居
表示整備事業の実施に伴う関係条
例の整理に関する条例
　実施時期と街区表示板の更新
時期、今後の旭地区のほかの住居
表示整備事業に関しても伺う。
　実施時期は１０月１７日の月曜日
となっている。街区表示板の更新
時期は住居表示実施直前を予定し
ている。今回は旭地区第１次とし

て山下、高根、万田を実施する
が、第２次として河内、纒、徳
延、高村、第３次として公所、根
坂間、出縄を予定している。時期
はまだ決まっていないが、第２次
は令和７年度中、第３次は令和１０
年度中を予定している。
○議案第51号　令和４年度平塚市
一般会計補正予算
　環境政策費の雨水貯留槽利用
促進事業は増額補正になっている
が、今年度の想定件数と補正予算
を組んだ理由を伺う。
　今年度補正予算を組んだ時点

では１６件から２０件程度を見込んで
いる。補正予算を組んだ理由は、
令和４年７月の時点で、当初予算
額の７割から８割程度の執行見込
みとなっていたためで、新たな要
望に対応するために補正予算を計
上した。
　道路維持費の道路施設改修事
業について、真土金目線等工事請
負費として８５００万円計上されてい
るが、具体的な場所と改修工事の
内容を伺う。
　工事内容は、傷んだ舗装の改
修工事で、北豊田地区のＪＲ東海

道新幹線の交差点を中心に、東西
に合わせて３７０メートルの距離を
工事する。
　住宅管理費の市営住宅維持管
理事業について、市営住宅移転用
空室を修繕するということだが、
具体的にどのような住宅なのか。
　市営中原上宿住宅の建替えを
行う。現在居住しているのは２０戸
になるが、居住者は仮移転という
かたちで東中原住宅に一旦移って
もらう。建替え工事が終わった
ら、基本的に上宿住宅に移る流れ
で想定したものが２０戸になる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。


